
 

  市勢              企画政策課、行政総務課、まちづくり政策課 

 

第１節 地勢 

 

 本市は、首都 50 キロ圏にあたる神奈川県のほぼ中央南部に位置する商・工・農業の均衡のとれ

た複合都市で、東京から東海道本線を西下し約１時間のところに位置する。東方は、相模川をへだ

て茅ヶ崎市・寒川町に、北方は、厚木市・伊勢原市・秦野市の各市に、西方は、中井町・二宮町、

金目川をはさんで大磯町に隣接している。 

 市域は、相模平野の南部に位置し、約４キロメートルの海岸線から西北に広がる扇型をなしてい

る。地形は、相模川と金目川の下流域に発達した平野とそれを取り囲む台地及び丘陵からなってい

る。背後に丹沢大山山麓を控え、富士箱根連山を遠望する四季温和な気候に恵まれた住みよい土地

である。 

１ 市域面積  67.88平方キロメートル 

２ 位  置  東端……東経139度22分32秒  南端……北緯35度18分 43秒 

        西端……東経139度14分19秒  北端……北緯35度24分 14秒 

３ 距  離  東西 約12.45キロメートル    南北 約10.20キロメートル 

４ 市域の変せん 

  昭和７年４月市制が施行された当時の市域の面積は、10.50 平方キロメートルであったが、そ

の後、昭和29年７月 15日に中郡旭村を、昭和 31年９月30日に中郡大野町（豊田村を含む）・神

田村・城島村・岡崎村の一部・金田村・土沢村を、昭和32年10月１日に中郡金目村を合併し、

現在の市域となっている。 

５  土地利用状況（都市計画） 

                                                                    平成 28．11．１告示 

区 域 区 分 用  途  地  域 
面   積 

（ha） 

割    合 

対市街化区域 対市全域 

市 街 化 区 域 

第一種低層住居専用地域 363 11.5 － 

第二種低層住居専用地域 0.7 0.0 － 

第一種中高層住居専用地域 911 28.9 － 

第二種中高層住居専用地域 24 0.8 － 

第 一 種 住 居 地 域 792 25.1 － 

第 二 種 住 居 地 域 5.5 0.2 － 

準 住 居 地 域 7.7 0.2 － 

近 隣 商 業 地 域 188 6.0 － 

商 業 地 域 90 2.9 － 

準 工 業 地 域 316 10.0 － 

工 業 地 域 138 4.4 － 

工 業 専 用 地 域 316 10.0 － 

計 3,152 100.0 ％ 46.4 ％ 

市街化調整区域 用途地域の指定のない区域 3,636 － 53.6 ％ 

合           計 6,788 － 100.0 ％ 



 

第２節 人口 

 

１ 人口の推移 

年 世 帯 数 
人        口  人口密度  

１㎢当たり 

世帯当た 

りの人数 計 男 女 

17 99,785 258,958 132,156 126,802 3,819 2.60 

22 104,369 260,780 132,048 128,732 3,846 2.50 

25 

26 

27 

28 

105,824 

106,319 

107,397 

108,493 

258,252 

257,200 

258,227 

258,126 

130,265 

129,622 

129,456 

129,500 

127,987 

127,578 

128,771 

128,626 

3,809 

3,794 

3,808 

3,806 

2.44 

2.42 

2.40 

2.38 

注：17、22、27年は国勢調査結果であり、25、26、28年は推計人口である。  

  平成 26年度までの人口密度は総務省統計局が推計した面積（67.80㎢）で算出し、平成 27年

度からは「全国都道府県市区町村別面積調」による参考値の面積（67.82㎢）で算出している。 

  各年10月１日現在 

 

２ 人口移動 

年 
社 会 動 態 自 然 動 態 

増加人口 
人 口 

増加率％ 転 入 転 出 増 減 出 生 死 亡 増 減 

27年中 

28年中 

8,614 

9,141 

8,611 

8,495 

3 

646 

1,768 

1,740 

2,331 

2,518 

△563 

△778 

△560 

△132 

△0.22 

△0.05 

注：人口増加率は、その年中の増加人口をその年１月１日現在の推計人口で除して算出したもので

ある。 

 

３ 労働人口（就業状況） 

区    分  17年 22年 備   考 

15歳以上人口  223,675 226,177  

生産年齢人口 178,112 171,018 15歳～64歳 

労 働 力 人 口 136,474 133,445 就業者＋完全失業者 

（労働力率）  （61.0）  （59.0） 
 労働力人口  

× 100 
 15歳以上人口 

就 業 者 127,936 123,967  

（就業者率）  （57.2） （54.8） 
 就 業 者  

× 100 
 15歳以上人口 

第 １ 次 産 業   2,510   2,066  

   （2.0）    （1.7）  

第 ２ 次 産 業  40,008  36,317 
 （ ）内は構成比％ 

  （31.5） （30.7） 

第 ３ 次 産 業  84,547  79,736  

  （66.5） （67.5）  

注：就業者には分類不能の産業も含む。                              国勢調査結果 


